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◆ 活動報告・「幌南の森」子供達と巣箱かけ事業活動、 

グループでの巣箱デザイン製作便りが届きました 
  

 2009年度㈱ニトリ北海道応援基金でスタートした「巣箱か

け」事業は、森ボラ協会で製作した巣箱に幌南小学校の子供た

ちがグループや個々人でそれぞれ趣向を凝らしたデザインを描

き、楽しい巣箱を完成させました。 

この度、幌南の森の鳥や小動物はどの巣箱を採用するかを話

し合いながらの製作写真が学校から届けられましたので、その

中からいくつかを紹介します。 

 

実際に「幌南の森」に取り付けられた様子と共に、2010年春

の営巣を楽しみに待ちたいと思います。 

来春早々にも、利用率の調査を実施して調査結果をこの紙面

で報告したいと思っています。  (記、事務局) 
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◆ 活動報告・「斉藤リンゴ園応援感想記」(11月 7日) 
 

4月から始まった今年の斉藤リンゴ園も、11月7日の

「ふじ」の収穫を最後に無事終了する事が出来ました。 
 

今年のリンゴ園の作業を振り返りますと、決して平坦

な道のりでなく、斉藤家としては最も厳しい作業内容で

はなかったかと思います。斉藤さん夫妻は年々と歳を重

ねる中で、体に不調をきたし、特に奥さんは満身創痍の

体で度々農作業をリタイアし、あるいは娘さんの入院に

よる付き添えに携わり作業を休み、また今年はリンゴの

予想以上の開花の多さと、8月頃の天候不順や、9月頃か

らの森林ボランティアの仕事も、支笏湖周辺の台風によ

る森林被害等の支援に頻繁に活動する事になったため、

その反動でリンゴ園の応援は例年より少ない人員での作

業となり、摘果など間引き作業が遅れ気味に推移してお

りましたが、我々森林ボランティア以外のボランティア

の応援や、我々も少数精鋭の中で予定日以外の応援と

度々時間を延長して応援にあたり、どうにか例年どおり遅れずに、収穫期を向えることができたこ

とを幸いに思います。 
 

最後に、花の多かった分実りも多くなり、リンゴ自体は少し小ぶりではあるけれど、今年の収穫

はまずまずの出来栄えとの斉藤さんの話です。(記、幕田) 

 

◆ 活動報告 10月 31日・澄川環境林(参加者 11名)  
 

「山引き」 

寒くなってきて木々は葉っぱを落とし休眠に入って

きました。光合成も呼吸もしていません。この時期が

苗の山引きに最適です。 

夏の葉っぱのある間に森の中で20cmほどに育った

めぼしい稚樹（ちじゅ=木の赤ちゃん）にピンクのテープを付

けておき、この時期に掘り取りして（山から引いてきて）苗畑

に移します。 

苗畑で1年ほど養生するとヒゲ根が沢山出てきてし

っかりした苗になります。 

木を植えるときの苗には育苗苗と山引き苗の2種類あり山引き苗の方が丈夫です。育苗苗(いくびょう

なえ)と比べると背丈は低いが、足腰の丈夫な苗になります。 

今日はミズナラ主体に200本ほど山引きして苗畑に仮植しておき11月の活動日にポット苗を作り

ます。（記、酒井） 
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■ おしらせ                                                        

 

 

出席者：市山・荻田・酒井・佐野・杉本・高野・津金・西野・山中・棟方・矢澤・和田 

                                                                     オブザーバー：佐坂 

確認事項 

① ご案内の通り、定例幹事会に引続き、横山理事長出席のもと理事会(中間)を開催し、2009年

度事業・会計報告が承認されました。下期は計画にもとづいた事業を展開いたします。 

  理事会では、新規事業の「北海道CGCの森」が10月末で2009年度の事業を終了しましたの

で詳細にわたり事業内容を報告しました。尚、欠席理事各位には別途、報告書を発送いたしま

した。 

   

会場：金市館ビル8F会議室(幹事会:13:30～・理事会:15:30～) 

  出席理事(敬称略・順不動): 

     横山理事長、河村理事、酒井理事、高野理事、荻田理事、杉本理事、西野理事、棟方 

理事、佐坂監事、北海道CGC担当事務局(市山幹事)。オブザーバー：津金幹事 

    議題：①2009年度上期事業報告・同、会計報告の件 

     ②新規事業 ：「北海道CGCの森づくり」事業・会計報告(一部下期事業を含む) 

「道新ぶんぶんの森づくり」事業報告 

      ③その他  ・理事長談話、他 

② 恒例、12月からセミナーを開催します。なお、取り上げる内容については会員から募集して

います。是非ご要望をお寄せ下さい。(セミナーでは賛助会員・個人賛助会員の参加をお願いし

ています。申出はTELかFAX.で事務局までご連絡下さい。) 

③ 個人賛助会員(11月11日付)として登坂綾子(清田区)さんが入会されました。有難う御座い

ました。 
 

 
 

◆ 札幌工科専門学校の実習訓練生から実習感想が寄せられました 

 

9月7日札幌工科専門学校(1年

生・2年生)から澄川都市環境林で

の森づくり実習の実習感想が寄せ

られましたので紹介します。 

( ２年生を中心に、抜粋しました(札幌工科専 

門学校：岩瀬 ) ) 

○ 雨の後のせいか、また谷部に当たるせいか林内に湿気を感じ心地よかった。また、季節の違う

ときに来て違う林を体感してみたい。(B.Y) 

○ 汗をかき作業をすることで森をより身近に感じることが出来た。(F.J) 

○ 林内に多くのきのこが生えていた。きのこを調べてみたい。(S.D) 

○ 明るい林だった。だけど緑は多かった。(Y.M) 

○ 蛍が出る時期に来て見たい。(S.T) 

○ 初めて鉞でまきを割った。コツはつかめた。後は体力だ。(W.H) 

○ ボランティアの人達の協力無しには、これからの日本はますます放置林が増えていくだろう。

(S.H) 

○ ボランティアの人達が生き生きしていて、こちらも元気をもらった。(F.N) 

■ 今月の幹事会                                                     
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■ ひとこま                                                       

航空写真(札幌市広報から) 

 

 

活動日 行   事 参加人数 活動内容 

11月17日(火) 澄川 21名 山引き・苗畑植栽 
11月 9日(月) 幹事会・理事会 24名 幹事会13名・理事会(中間報告)11名 
11月 7日(土) りんご園※1 8名 収穫 
11月 6日(金) りんご園※1 8名 収穫 
11月 5日(木) りんご園※1 6名 収穫 
10月31日(土) 澄川 11名 山引き・苗畑植栽 
10月29日(木) りんご園※1 6名 収穫 
10月28日(水) りんご園※1 6名 収穫 
10月26日(月) りんご園※1 5名 収穫 
10月24日(土) 道民森づくりの集い 8名 薪割デモ・森ボラ活動宣伝 
10月22日(水) りんご園※1 7名 収穫 

10月21日(火) りんご園※1 3名 収穫 

10月17日(土) 澄川 19名 冬仕舞い整理・整頓 
※1リンゴ園作業遅れで急遽支援要請をいたしました、ご支援ありがとうございました。 
※12月の活動計画では、セミナーを開始します(12/22)。また忘年会も企画しています。 
 ①忘年会を12月9日～10日(1泊)南区小金湯で実施します。 
 ②セミナーはDVDによる、伐木作業の安全(広葉樹編・針葉樹編)・魅力ある林業を予定しています。 
 

 

 

 

◆ 2009年度木の里親募金で記念植樹を実施、 

 募金ありがとうございました。 
 

 2009年度・札幌市澄川都市環境林の南端、廃バス

跡地に「木の里親募金｣に寄せられた募金で10月の

活動日に記念植樹を実施しました。 

株式会社・北都システムと森ボラ会員からの募金

で広葉樹(約、50本)を植栽しました。ありがとうご

ざいました。 

澄川環境林内も鹿の食害が発生しており、広葉樹

の新芽が(特に桜)被害にあっています。 

 3年間継続して植栽した中央台地部では、150cm

程に成長した桜の被害が多く、枯れてしまった桜も

あります。ネットを巻くなどの対策を実施しています。(記、事務局) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 活動履歴                                                      
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